
熊本高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 技術倫理
科目基礎情報
科目番号 0020 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 特に指定しない。講義中に資料を配布する。
担当教員 木場 信一郎,竹部 洋平,村山 浩一
到達目標
1.倫理問題の特徴を理解することができる。
2.具体的事例を分析することができる。
3.具体的事例について，種々の選択肢の中から妥当な結論を導き，説明することができる。
4.技術者の役割・責務について，主体的に考察し，主張を提示することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

1.倫理問題の特徴を理解すること
ができる。

倫理問題が，多様な価値が対立し
，複数の利害関係者が関わってい
ることについて理解した上で，事
例を検討することができる。

倫理問題に，多様な価値が対立し
，複数の利害関係者が関わってい
ることを指摘できる。

多様な価値や複数の利害関係者に
配慮することができない。

2.具体的事例を分析することがで
きる。

分析手法を具体的事例に適用し
，倫理的問題の要因分析・問題定
義等を明確に示すことができる。

分析手法を具体的事例に適用する
ことができる。

具体的事例について，問題を構造
的に分析することができない。

3.具体的事例について，種々の選
択肢の中から妥当な結論を導き
，説明することができる。

具体的問題を解決するための選択
肢を創出し，その中から妥当な選
択をおこなうことができる。

具体的問題を解決するための方法
を検討することができる。

具体的問題を解決するための方法
について検討することができない
。

4.技術者の役割・責務について
，主体的に考察し，主張を提示す
ることができる。

小課題の提出状況が80%以上。
技術者の役割・責務について，自
分の問題として受け止め，考察・
検討したうえで，主張を示すこと
ができる。

小課題の提出状況が60%以上。
技術者の役割・責務について自分
の視点から考察・検討することが
できる。

小課題の提出状況が60%未満
技術者の役割・責務について，自
分の問題として捉えることができ
ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 5-1 学習・教育到達度目標 5-2
学習・教育到達度目標 5-1 学習・教育到達度目標 5-2
JABEE (d)-(4) JABEE a JABEE b
教育方法等

概要
科学技術が現代社会にとって不可欠である以上、技術者の役割と責任は大きい。技術が社会の中で用いられる限り、そ
こでは様々な問題が生じうる。そこで必要とされるのは、広い視野から問題を捉え、解決する実践的能力である。本講
義では、様々な事例を通じた学習を通じて、技術者に求められる倫理的判断能力向上を図る。

授業の進め方・方法

本科目は実務経験者である３名の非常勤教員によるオムニバス方式で実施する．第１～６週：木場信一郎，第７～11週
：竹部洋平，第12～16週：堀田源治
授業は、技術倫理の基礎知識に関する講義および各専門分野に関するいくつかの具体的事例を紹介し、かつ課題に対し
て提出されたレポートをもとに討議することで進める。
技術に関わる倫理的問題に対するセンスを養うことを目標とするので、何が問題となるのかをしっかり考えること。

注意点

この授業では将来私たちが直面する状況に対処しうるための感覚を養うことを第一の目的としています。結論を下す以
前に、何が問題となっているのかという観点から様々な事例を考察してほしい。
（事前学習）
授業計画の授業内容および到達目標を確認の上，配布資料の該当箇所に目を通しておくこと。
（事後学習）
配布資料から要点をノートに整理してまとめる等によって，内容の深い理解に努めること。また、提示された課題に取
り組むことで，倫理的判断能力を養うこと。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期
3rdQ

1週 全体ガイダンス，
組織と技術者（１）：雇用関係における技術者

科目全体のガイダンス，
転職のモラルについて、グループワークを通して問題
の抽出，解決方法を見出すことができる。

2週 組織と技術者（２）：事例研究 転職のモラルについて、事例調査し、問題点の抽出と
解決する方法についてまとめることができる。

3週 リスクマネジメント（１）：講義 リスクの定義を理解し、リスクマネジメントの手段を
説明できる。

4週 リスクマネジメント（２）：事例研究 提示された事例について、リスクの抽出とマネージメ
ントの課題を説明できる。

5週 リスクマネジメント（３）：グループワーク グループワークを通して、事例研究しリスクマネージ
メントの手法を応用できる。

6週 リスクマネジメント（４）：プレゼンテーションおよ
び討論

グループワークの結果をまとめて、問題の抽出と解決
方法についてマネージメントの結果をもとに分析し説
明できる。

7週 技術者倫理の背景：技術者の倫理観が必要とされる理
由

技術者の倫理的責任が要求される社会的背景や意義に
ついて、具体的な例に即して考える。

8週 技術者の行動規範：組織における人間関係について 内部告発についての考え方も含めて、人間関係と組織
のなかで正しい行動がとれるようになる。

4thQ 9週 技術者の行動規範：社会全体に対してどう行動するべ
きか

具体的な倫理的ジレンマ状況について考察する。倫理
的判断の方法のひとつであるセブン・ステップ・ガイ
ドについてその概要を理解し、自主学習に活かす。



10週 事例分析（１）：グループワーク グループワークを通して、具体低事例に即してセブン
・ステップ・ガイドを応用する。

11週 事例分析（２）：プレゼンテーションおよび討論 セブン・ステップ・ガイドを利用し、具体的事例を分
析し、倫理的意思決定スキルの定着を図る。

12週 研究・開発における倫理的問題と責任
（ケーススタディ1）

研究・開発における責任ある行動の意義・目的につい
て理解する。研究・開発における事例を通じて、責任
ある行動について具体的に考える。

13週 社会および環境に対する影響と技術者の責任
（ケーススタディ２）

技術者の責任ある行動が、社会や環境に対してどのよ
うな影響を与えるのかについて考察し、事例について
自分の考えを述べることができる。

14週 法令遵守と技術者の判断のジレンマ
（ケーススタディ３）

法令遵守と安全の確保がジレンマに陥るときの技術者
の行動について考察し、事例について自分の考えを述
べることができる。

15週 自律的な判断に向けて
技術者の倫理的責任が、外的な義務付けだけでなく廃
初的動機付けによって果たされるという点について、
具体的事例に即して考えることができる。

16週 総括：科学技術と倫理 授業全体を通して、技術者の倫理的責任について自分
の視点から考え、述べることができる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度（小課題） ポートフォリオ 課題レポート 合計
総合評価割合 0 40 0 0 0 60 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 40 0 0 0 60 100


